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1999年死因別死亡推移表（世界総人口59億616万人） 

　　　　　　　　全死因　　           　　　　　　5596（万人）          100% 
　　　　　  １． 
　　　　　  感染症、周産期疾患、栄養失調　　  1718                        37.1 

感染症および寄生虫疾患                   999                        17.8 
呼吸器感染症                                  404                         7.2 
母胎の原因によるもの                        50                         0.9 
周産期異常によるもの                      236                         4.2 
栄養失調                                          49                         0.9 

２． 
非感染性疾患                                3348                        59.8 
悪性腫瘍                                        706                        12.6 
その他の腫瘍                                    10                            0.2 
糖尿病                                             78                          1.4 
栄養／内分泌疾患                              31                            0.5 
精神神経疾患                                    91                          1.6 
感覚器疾患                                         0.2                       0.0 
心血管疾患                                   1697                         30.3 
呼吸器疾患                                     358                           6.4 
消化器疾患                                     205                           3.7 
泌尿器疾患                                       90                           1.6 
皮膚疾患                                           6                            0.1 
骨筋肉疾患                                       11                           0.2 
先天性疾患                                       65                           1.2 

３． 
外傷                                              510                           9.1 
非意図的外傷                                  341                           6.1 
意図的外傷                                     169                           3.0	





世界史に影響を与えた感染症 

ウイルス感染症　　　　細菌感染症　　　　その他　　　 

　痘　瘡　　　　　　　ハンセン病　　　　マラリア 
　麻　疹　　　　　　　ペスト 
　黄　熱　　　　　　　梅毒 
　インフルエンザ　　　発疹チフス 
　エイズ　　　　　　　コレラ 



Smallpox　(痘瘡)�



ocwuser
タイプライターテキスト

ocwuser
タイプライターテキスト
http://www.eisai.co.jp/museum/information/
event/exhibition/muse27.html



Plague�(ペスト)�



Spanish flu�(スペインかぜ）�





Poliomyelitis�(ポリオ）�

ocwuser
タイプライターテキスト
http://www.healthgiants.com/2009/12/21/basic
-symptoms-and-causes-of-poliomyelitis/


ocwuser
タイプライターテキスト
著作権処理のため、画像を削除しました



Edward Jennerによる	


牛痘種痘法の発明	


(1796年）�
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タイプライターテキスト
http://pharmarep.wordpress.com/
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト
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タイプライターテキスト
著作権処理のため、画像を削除しました



麻疹ワクチンの効果�



ポリオの根絶計画�
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タイプライターテキスト
http://www.who.int/features/2004/polio/en/





痘瘡がワクチンで根絶できた理由	



	

・ヒトだけに感染する	


	

・抗原的に安定である	


	

・持続感染しない	


	

・不顕性感染がほとんどない	


	

・ワクチンが安定である	


	

・強い免疫を与える�



AIDSの登場・世界的な流行�



エボラ出血熱�
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タイプライターテキスト
http://chrysanti.wordpress.com/2009/07/12/dont-blame-pork-please/

ocwuser
タイプライターテキスト
http://chrysanti.wordpress.com
  /2009/07/12/dont-blame-pork-please/



SARSの出現�

ocwuser
タイプライターテキスト
http://www.thepigsite.com/articles/?Display=852

ocwuser
タイプライターテキスト
http://onlinemicrobiology.wordpress.com/



新興・再興感染症�
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タイプライターテキスト
http://www.iii.ucalgary.ca/emerging_infectious_diseases



ocwuser
タイプライターテキスト
http://www.limitstogrowth.org/WEB-text/archive-jan07.html
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タイプライターテキスト
著作権処理のため、画像を削除しました
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タイプライターテキスト
著作権処理のため、画像を削除しました



                           ウイルス性出血熱症候群とその地理的分布 

疾患　　　　　　　　　 潜伏期間（日）    顕性感染率　　  死亡率（%）　　　　地理的範囲　　　 

ラッサ熱                             5～16        軽症例が多い          15                      西アフリカ 

南米出血熱                             7～14        半数以上が発症       15～30    ﾎﾞﾘﾋﾞｱ､ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ､ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ､ 
                                         ﾌﾞﾗｼﾞﾙの一部農村地域 

リフトバレー熱                       2～5          約1%　　　　　　　約50　　　　　　　 サハラ以南のアフリカ、 
                                                                                                                       ﾏﾀﾞｶｽｶﾙ、ｴｼﾞﾌﾟﾄ 

クリミア・コンゴ出血熱           3～12        20%        15～30     ｱﾌﾘｶ、中東、ﾊﾞﾙｶﾝ半島、 
                                                         旧ソ連の南部、中国西部 

腎症候性出血熱             9～35        50%以上　　　　　 ﾊﾝﾀｰﾝｳｲﾙｽで5～15    世界中（宿主齧歯類に依存） 

ハンタ・ウイルス肺症候群     約7～28        非常に高い        40～50      アメリカ大陸 

マールブルグ出血熱、             3～16        高い        25～90     サハラ以南のアフリカ 
　エボラ出血熱　 
黄熱                             3～6          5%～50%        20                      アフリカ、南米 

デング出血熱／デング              2～7          非免疫者で0.01%    支持療法を行うと      世界中の熱帯・亜熱帯地域 
　ショック症候群                                                          1%未満  

キャサヌール森林出血熱           3～8          異常免疫者で1%      0.5～10  　 マイソール州、インド、 
　／オムスク出血熱 



性感染症�





ウイルス性肝炎�

ocwuser
タイプライターテキスト
著作権処理のため、画像を削除しました
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タイプライターテキスト
http://www.nature.com/nrmicro/journal/v5/n6/flg_tab/nrmicro1645_l1.html
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タイプライターテキスト
http://www.seirogan.co.jp/fun/infection-control/influenza/pandmic.html
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タイプライターテキスト
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/11/dl/s1120-8k.pdf




